
 

ＲＩ２８００地区 ２０１２～２０１３年度 地区大会 

特別講演 『人が動き街が動く 

 ～私のリーダーシップ論～』 

株式会社 枡一市村酒造取締役 

セーラ・マリ・カミングス 氏 

１９９７年（長野オリンピック１年前）枡一市村酒造に入

社。当時赤字続きの会社の経営再建に取り組む。 

最初に取り組んだのは、当時主流だったステンレス

製、ホーロー製の桶から日本古来の木の桶に興味を持

ちこれに兆戦。 

しかし木桶を作っている所はどこにも無くやっと一箇

所頼んで作ってもらう。 

又、北信濃地方で僅かに栽培されている酒米、「きん

もん錦」をわけてもらい特別容器入の酒を作り売り出し

たところ、大評判となり年商 

も３倍となり会社も黒字経営 

となる。 

そのころから台風娘、女カル 

ロスゴーンなどと言われるよ 

うになった。 

小布施は、葛飾北斎ゆか 

りの地であると知るや、北斎 

に関する国際会議を企画し 

た。そして長野にしかない文化を世界中の人々にしらし

めた。 

又、蔵人が冬の三ヶ月の酒作り期間に、泊り込みの

間に食べた料理をレストランで作って見学に来た人に

食べさせたりと、街お越しのみならず日本酒という伝統

文化を再興した。 

正門の修理で使用する昔ながらの燻し瓦が無くて困

っていたが、職人さんの熱意で作ってもらうことが出来

た。 

人生はマラソンだ、楽しく生きようと、小布施マラソン

（ハーフ２１ｋｍ）を企画、今までも色んな反対反発が沢

山あったがここでもまた、警察やいろんな人から反対さ

れたが若い人達の協力で実現でき今も続いている。 

私がこれからやりたいのは、農業です。 

ＴＴＰによって農業は厳しくなるがやりかたによっては

付加価値の高い農産物がつくれる。農業後継者は家族

や親戚ではなく、やりたい人、他人にやらせるべき。 

若い人と経験豊な先輩達が協力すれば、夢は必ず

実現する。 

私の好きな言葉 上杉鷹山の「成せばなる 成さねば

ならぬ 何事も－－－ 」 

★本日のプログラム★次期地区大会へのご案内  武山 茂 会長 
 田中作次ＲＩ会長は、「奉仕を 

通じて平和を」を２０１２―２０１３ 

年度のテーマに掲げられました。 

このテーマのもと和田 廣ガバナ 

ーは「ロータリーの理念を思い起 

こそう 奉仕の心を広げる為に」 

～忘れない がんばる東北の為 

に～を地区テーマとし、二日間にわたり地区大会を

南陽市で開催されました。参加ロータリアンが奉仕

を見つめ直し、大変有意義な時間を過ごす事が出

来ましたことに厚く御礼申し上げます。本大会を開

催されましたホストクラブの南陽東クラブ三浦卓夫

会長をはじめ会員の皆様、地区役員の皆様、コ･ホ

ストクラブの皆様のご尽力の賜物と心より感謝申し

上げます。 

 さて次年度は、これまで３年間準備してきた『未来

の夢計画』が実現される年度となりました。ロータリ

ー財団からの補助金制度も大きく変わり、特に、新

関彌一郎ガバナーエレクトは、新地区補助金を地

域の奉仕プログラムに最大限の活用をしようと考え

ております。この考えのもとに、次年度の地区大会

は、地域に世界に夢を与えられるロータリークラブと

なることを目標とし、天童ロータリークラブ、天童西ロ

ータリークラブにコ・ホスト役をお願いし“将棋駒とい

で湯とフルーツの里”天童市で開催させていただき

ます。開催日は 2013 年 11 月 9 日(土)・10 日(日)と

し、開催場所は天童ホテルと天童市市民文化会館

の予定です。 

 新関彌一郎ガバナーエレクトは天童東ロータリー

クラブとしては、野川桂一ガバナーに続き二人目の

ガバナー誕生となります。当クラブは新関年度が創

立 29 年目になりますが、私共も次年度の地区大会

の成功を目指して、皆様の力をお借りしながら、我

がクラブ全員の力を出して準備に取り掛かっており

ます。 

 来年度の地区大会には、各クラブ・各会員お誘い

合わせの上、天童においでくださいますようお願い

申し上げ、次期地区大会のご案内とします。 

例会日 2012 年 10 月 27 日 例会場 南陽市民体育館 通算 1317 回 本年度 16 回 

新関ガバナーエレクト挨拶 


